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                     Studies on Cystitis 
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                           Takeshi  HIND
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                            (Director  : Prof. T. Inada) 
   This report deals statistical observations on nontuberculous cystitis containing 2,209 
cases of outpatients in the Urological Clinic of Kyoto University Hospital from 1954 to 1958. 
   1) Number of the nontuberculous cystitis representing 20.7% of total outpatients was 
 almost equal to number of the cases of genitourinary tuberculosis which was most common 
disease in the total number of  outpatients. 
   The ratio of male and femal was in the 1 : 1. 
   2) Half cases of all acute cystitis were in the agegroup of 21-40, and two-third of all 
acute cystitis in female were in this age group. 
   3) Acute cystitis occured most frequent in the summer season. 
   4) Pollakisuria, pain by urination and hematuria were common symptoms. Number 
of patients complaining of all of these three symptoms represented 20% of the total patients. 
   5) 1,381 cases had complications. As complications in upper urinary tract stone disease 
was most common. Nephritis seemed to have a certain relationship with cystitis, particu-
larly acute nonbacterial hemorrhagic cystitis. As complications in bladder vesicolithiasis 
was most common, anomaly of trigone ranked next and carcinoma followed them. As com-
plications in urethra and male genital organ, benign hyperplasia of prostatic gland ranked 
by an overwhelming majority and urethral stricture followed. Cystitis in female comming 
up after or during new-marriage, menstruation, pregnancy, abortion, childbirth or childbed 
was frequently observed. 
   6) Cystoscopic examinations were performed in 1,769 cases of nontuberculous cystitis. 
865 cases were diffusive cystitis and others localized. 673 cases were with hyperemic change 
only, in which 340 cases were diffusive and others localized at trigone and internal urethral 
orifice. 171 cases had submucous hemorrhagic changes of which 42 were nonbacterial 
origin. 463 cases had turbid mucous changes without other inflammatory changes except 
hyperemia, and 349 of them were diffusive and others localized. 293 cases had edematous 
or bullous edematous changes of which 90 had complications (intramural stone, stone 
discharge, bladder stone, foreign bodies in bladder, vesicovaginal and vesicointestinal fis-
tules, malignant tumors of uterus etc.). Beeing confusable with infiltration of carcinoma, 
bullous edematous change arround malignant tumors in bladder was eliminated in this
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report. Changes with small rising on membrane  (f. ex.  cystic and follicular changes, 
granules, nodules etc.) were observed in 126  cases. 59 cases had erosions and ulcers, 18 
had polyps and 28 had leucoplacic changes.
1緒 言
膀胱炎は我 汝の 日常経験 す る最 も普通の疾 患
の一つで,原 発性 のものに,他 の泌尿器科 的疾
患 に続発 した ものを加 えると我 汝の外来患者総
数 の 約1/5を 占めるとい う最 も 多 い疾 患であ
る.私 はこの豊富な材料について臨床的観察 を
行 う事は大 きな意義 を有す ると考 え,本 篇 に於
て1954年よ り1958年に至 る5年 間 の結核性膀胱










































表3女 子 膀 胱 炎 頻 度





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 51 4 7.8
膀 胱 癌








































































































































































































































































慢性 炎 と して 粘 膜 が 光 沢 を 失 つ て 潤 濁 の 状 態 に あ
り,充 血 以外 の他 の炎 症 性 変 化 を 伴わ な い もの が463
例 に見 られた.内,び まん 性 の もの349例,慢 性 三 角
部 炎 と して83例,女 子 の膀 胱 括 約筋 部 炎 と して31例が
見 られ た.
iv)浮腫 及び 水泡 性 浮 腫
浮腫 及 び 水泡 性 浮 腫 は293例で,V～V【 以外 の もの
は すべ て膀 胱,尿 管 下部,女 子 生殖 器 に 合 併症 を見 た
もの で,冊 の43例は壁 内 性 尿管 結 石 及 び 結石 排 出後,
ll,皿の浮 腫2例 は膀 胱 結 石,llの水 泡 性浮 腫 の1例
は膀 胱 異物,IVの 浮 腫33例 は 膀 胱 結 石,膀 胱 異 物等
に,rvの水泡 性 浮 腫11例中,2例 は 膀胱 異物,6例 は
膀胱 膣腰,2例 は子 宮 癌,他 の1例 は 子宮 癌 術 後 に見
られ た.尚 膀胱 癌 の際 に はそ の周 辺 に 水泡 性 浮 腫 が見
られ るが 癌 浸 潤 とま ぎ らわ しい の で一 応 除 外 した.
v)粘 膜 小 隆起
慢 性膀 胱 炎 の二 次 現 象 と して 膀胱 粘 膜 面 に 発 生す る
小隆起 に 対 しいろ い ろ の名 称,分 類 が 与 え ら れ て い
る.以 前 よ り,Kneise,Ringleb,Joseph,Wossidlo,
Hinman,Pilcher,鶴井 土 屋 ・田 口,志 熊,高 橋,




田 口は膀 胱 内の 増殖 病 巣 を 異物 鉗 子 で摘 出 し,組 織 学
的検 索 を行 つ て い るが そ の中 で,膀 胱 鏡 下 に 認 め られ
る半 球状 形 成物 は初 め よ り確 か に 嚢腫 と して認 め られ
る もの,確 か に実 質 性 の もの もあ るが,嚢 腫 と して摘
出 した もの が実 質 性 の も ので あつ た り,叉 この 逆 の事
もあ り,確 か な 診断 は 組 織 学的 に 検 査 す る以 外 に な い
と述べ て い る.さ らに各人 の主 観 が は い るの で 一応 粘
膜 小 隆起 と して 記 載 した.
小隆 起 は126例に見 られ,そ の 内 ヵ ル テに記 載 して
あ る診 断 に よ り分類 す る と,嚢 腫性 膀 胱 炎 は1～VIの
6,1の2,皿 の2,皿 の1,IVの33,Vの31,V～
町 の1,Wの14で あ り,濾 胞 性膀 胱 炎 はIVの13,Vの
3,VIの1,穎 粒 性 膀胱 炎 はVIの19であ つ た.こ れ ら
の変 化は 底 部 に最 も多 く見 られ,大 部 分はIV～Wに 集
つ て いた 。又IV,Vに こ の変 化 の見 られ た もの に は上






















1954年より1958年に至 る5力 年間 の結核性膀
胱炎を除 く2,209例の膀胱炎について,そ の臨
床的観察 を総括的に行つた.凡 そ膀胱炎は我 女
の 日常経験す る最 もあ りふれた疾患 であるがそ
の統 計的 観察は割合 少 く,山 本,徳 永,荒 川,
桜井 等少数の発表例 を見るのみである.更 に合
併症 として膀胱 炎を併 う種 々の疾患 との関係,
膀胱鏡所 見の統 計 観 察 等 は未だ発表例 を見な
い.本 篇に於 ては膀胱炎の頻度,性 及び年令的
関係,季 節的関係,自 覚症,合 併症叉は誘 因 と
なる疾患,膀 胱鏡所 見につき統計的観 察を行つ
た,
頻度 としては5力 年間の外来患 者総 数10,685
名中2,209名(20.796)を占め,尿 路性器結核患
者数 とほぼ同数であつ た.し か も結核性膀胱炎
が年 々その頻度を減 じて来 るのに対 し,非 結核
性の ものは年 々ほぼ同率で あつた.男 女比 はほ
ぼ1:1で あつたが男子外来患者総数 に対す る
男子膀胱 炎患者数 の百 分率は14.79(o,女子外来
患者総数に対 する女子膀胱 炎患者数 の百 分率は




別に見 る と1～30才に最 も多 く380例(29.5%)
占め,21～40才の ものが半数以上 を占めた.見
に これ を男女別に見 る と更 にごの傾向が著 明を
られ,21～30才が43.196,21～40才では64.7%
で殆 ど2/3を占めた.一 般 に性i生活の旺盛 な時
期 に膀胱炎が 多い といわれ るが.女 子 に於 ては
男子 より更に強い影響 を受け ることを示 してい
る.
慢 性膀胱炎炎患者総数は総計1,064名あ り,
男子 に於 ては膀胱炎の原 因となる下部 尿路 の疾
患が高 齢者 に多いため,慢 性膀胱炎は年令 と共
に増 加 し,61～70才が最 も多 く,25.7%(144例)
見 られた.女 子に於 ては21～70才 までの間に
著明な ピークが見 られなかつた.こ れ は女子の
膀胱括約筋部炎が この年 令に平均 して多 い事,
及び男子 に於け る如 く通過障碍 を来す疾患が高
齢者にあ まり見 られないためであ る,
急性膀胱炎 についてその発生季節 を見 ると高
温高温の夏季 に多 く42.3%を占めた.
泌 尿器科 的合併症 を有 しないもの,及 び合併
症があつても明かに膀胱炎に よる症状 と認 め ら
れ る自覚症 をもつ もの1,385例につきその自覚
症状 を数 え上げた所,頻 尿が最 も多 く,排 尿痛
えに次ぎ,更 に血 尿,残 尿感,下 腹部乃至膀胱
部の不快感,尿1圏濁の順 であつた.又 頻尿,排
尿痛 及び血尿 を同時に訴 えた ものは289例で約
2096に見 られ,頻 尿 と排尿痛 を同時 に訴えた も
のは402例(30%)で あつた.
合 併 症 又 は誘因と思われ る疾患 をもつ もの
1,381例について観 察 した.合 併症の中には膀
胱炎 と直接のつなが りがない と考 えられる もの
も多数 あるが膀胱炎 と他疾患 との相互 関係 につ
いて考察 を加えて見 る.
正常の膀胱 は一般 に細菌感染 に対 して強 い抵
抗力 をもち,細 菌を膀胱 内に注入 して も感染は
容易に起 らない事は よ く知 られて いる.例 えば
Braunは海摂膀胱に経 尿道感染 を行 い,膿 尿
よ り分 離 したE.coliでは多 くは数 日より1週
間の菌排泄が あ り,叉 組織的変化 も認 めた もの
も多いが,全 く変化のない場合 もあり,糞 便 よ
り分離 した菌株 では何れ も変化を認 めなかつ た

























の連続であるから細菌性膀胱炎が 同時 に 腎孟
炎,尿 管炎を伴つて来る事も可能であり,叉ア
レルギー叉はシユワルツマン現象により発生す




の如 く肯 定す るもの もあるが.一 股 に否定 され
てお り,例 えば正常膀胱 内に菌 液を注 入した場
合,腎 孟,血 中に菌 を証 明 しない(Magoifn,
宗,小 西等)炎 症性変 化のある場 合は どうか
とい うと,宗 は家兎 カンタ リジン炎膀胱 に変形
菌 を注入した 場 含は1～6時 間後 の血 中に陽
性 となるが 大腸菌では全例陰性 であるといい.
Magoimの 犬 のカン タリジン 炎膀胱 に奇異
桿菌 を注 した場合 も陰性 である.し か し機械的
損傷 の場 合は血中移行が証明 されている(Sam
son).叉尿閉の場 合の菌吸収は古 くから知 られ
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てお りAlbarran,Kraus,重松,小 西等 の
陽 性成績がある.尿 路粘膜 よりの細 菌吸収には
かな りの粘膜病変が要求 され る様 である.一 方
血中の細菌 の尿 中移行について見る と,細 菌 の




えば血管壁障碍,出 血,栓 塞等の変化が先 行す
る事が必要で あるとされ ている,要 す るに尿路
相互間の血行伝染 には既 成の病変が必要である
事が考え られ る.リ ンパ 行産伝染 に関 しては,
Helmholzは家 兎に網菌 性 膀胱 炎を起 さしめ
た場合,同 じ細菌を腎孟 内に認 めているが大腸
菌では腎孟感染は血行性 よりむ しろ リンパ行性
であると述 べている.又 尿流 に よる経尿管 性下
行 伝染 は当然 として,逆 に上 行産感染 につ いて
見ると,膀 胱内細菌が 尿管を上行 するために も
通過障碍に よる尿の逆流,尿 管逆 需動運動,膀
胱収縮 力の減弱,尿 管 濡動運動の減少等 の病的
状態が必要 とされる.腎 炎に 合併 した膀 洗炎が
31例見られた.勿 論 この 中には偶 然の発 症もあ
るが,非 細菌 産出血性警胱炎 と腎炎には何等か
の相互関係があ ると思われ る.馬 杉 はNeph-
rotoxn注射によつて起る腎 の変化 とArthus
現象との間 に病理組織学的に,殊 にその血管障
碍の態度に於て本質的な一致 を見出 し,こ の点
を所謂Nephrotoxin腎炎 ア レルギー発現 説
の重要なよ り こころ として い る.し かし この
Arthus現象 と全 く同様な現 象が非 ア レルギ ー
性に,即 ち抗原抗体 反応によらずに惹起出来 る
ことが知られている.即 ちSchwarzman反
応がそれで ある.従 来,Schwarzmal1現象は
グラム陰性菌濾 夜でお こせ るもので,人 の糸球
体腎炎に最 も関連の深 い溶連菌等 の グラム陽 准
球菌では 起 らないとされていた.し か し 近年
Thomas,Schwab等によ り溶連菌 の濾液 も全
身性Schwarzman反 応準 備能 力を有す る事
を証明 している.又 非細菌性 出血性膀胱 炎の一
型 として細 尿管出血を伴 うStevensandPters
型がある.こ れ は1920年StevensandPeters
が尿路紫班病 の1型 として発表 した もので,膀
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胱炎 と共 に腎 出血,円 住出現,発 熱等の腎炎 の
症伏 を伴 うもので あり,又 このものは亜急性乃
至慢 性の経 過をと り,時 に再発す る点が特 微 と
されてい る.即 ち膀胱粘膜のみな らず,腎 皮
質,細 尿管に もSchwarzman反応準 備状 態が
存在 し得 ると考 えられ る.
膀胱内合併症 として最 も多いのは膀胱三角部
の形態異常で151例に達する.こ の形 態 異 常に
炎症 を伴わないで排 尿障碍の加わつた ものを稲
田教 授によ り膀胱三角部異常症 と名づけ られ一
疾 患 として記載 されたが,排 尿異常 を起す メカ
ニズムとして,尿 管 口が内 尿道 口に近 く,尿 管
の排 尿運動は三角部か ら内尿道 口及び後部尿道
に直接 約且つ絶え間な く強 く伝達 せられ,従 つ
て トーヌスも高 まり,過 敏,不 安定 な状態 にあ
る.こ の様 な状態の もとに後部尿道の陰部神経
が刺戟 されて種 々の排 泉異常が起 ると説明 され
ている.叉 この様な状 態の ときには炎症が起 り




例 に膀胱 炎の合併を認 めた.こ れ らの悪 性腫瘍
の組徹崩壊に より膀胱内に細菌感染が起 る事は
容 易に老え られ,Flocksの膀胱刺戟 症状 を有
するもの27.8%,JohnsHopkinsHospital
の107例中,屡rtwa泉を併う頻 尿,排 尿 痛等 の




次 はは 尿貯 留 と膀胱炎 との関係であるが,膀
胱 内尿貯 留を来す疾患 を挙げてみ ると神径因性
膀…胱24例,所謂膀胱 頸部疾患10例,膀挑頸部冊
形 成4例,膀 胱憩 室19例,前立線肥 ゴC症130例,
前立腺癌17例,尿道腫瘍2例,女 チ尿道 カル ン
ケル13例,尿道侠窄89例等であつた.一 股に 尿
路通 過障碍に よる尿貯 留と尿路の充血,出 血,
浮腫,血 液障碍,上 皮変性,壊 死等の病変は細
菌 の増 殖及び組織内侵 入に好条 件とな り,一 度
感染が起 れば 通 過 障 碍 が除去 され るまで進行


























次 に膀胱炎 の膀胱鏡所見 につ いこまとめて見
る.膀 胱鏡検査 を行つたのは2,210名中1,769名
であ り,内 びまん性叉は広範囲に散在 性に病 変
の見 られたものは86例であつた.充 血 のみで他
の変化を伴わな いカクル性膀胱 炎は673例で内,
三角部 より内尿道 口附近 に限局するものが約半
数333例あつた.出 血性変化 を示す ものは171例
あつた.こ れ らの中には尿所見 より非細菌性急
性 出 血 性 膀胱炎 と解 され るものが42例あつた
が,こ の内10例は三角部に限局 した 出血性変 化
を見,他 の17例は底部 よ り後壁 にかけて散在性
の出血班を見,い ずれ も出血部以外の場 所はほ
とんど正常,他 の15例はほ とんど膀 胱粘膜全体
に軽度 の充血が あ り,そ の上 に底部 より後壁 に
かけて出血班が見 られ た.充 血以外 他の変化 を
伴 わない溺 濁 性変化を示す ものが463例に見 ら
れ,内 びまん性の ものは349例,三 角部83例,

















































あつた.限 局性変化は底部 より内尿道 口にか
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けて存在するものが過半数を占めた.慢性変
化は特に女子の内尿道口附近に限局するもの
が大半であつた.
(御指導並びに御校閲を賜った恩師稲田教授に深
謝する)
(文献は最終篇に譲る)
